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ヒ
ゲ
に
も
市
民
権
を

心
屡
し
き
ヒ
ゲ
男
の
集
い

午
後
7
時
、
ひ
げ
面
の
男
達
が
、
ド
イ
ツ

料
理
「
口
I
テ
・
ロ
ー
ゼ
」
に
集
ま
っ
て
く
る
。

ひ
げ
を
愛
し
、
酒
を
こ
よ
な
く
愛
す
る
男
達

の
集
い
が
「
神
戸
ひ
げ
ク
ラ
ブ
」
。
設
立
の
き

っ
か
け
は
、
ポ
I
ト
ピ
ア
8
1
が
開
催
さ
れ
た
年
。

「
ひ
げ
は
権
威
の
象
徴
と
し
て
見
ら
れ
て
き

た
が
そ
う
で
は
な
い
。
優
し
さ
の
象
徴
な
ん

な
だ
。
ひ
げ
に
も
市
民
権
を
」
と
、
酒
の
席

で
半
ば
冗
談
か
ら
出
た
一
言
か
ら
結
成
に
至

っ
た
o

現
在
の
メ
ン
バ
ー
は
、
高
橋
洋
三
さ
ん

(
タ

カ
ハ
シ
・
パ
ー
ル
)

を
最
古
参
に
、
写
真
右
上

よ
り
、
近
津
眞
さ
ん

(
北
村
真
珠
)
、
山
本
光

史
さ
ん

(
光
真
珠
)
、
プ
ラ
テ
ィ
ク
・
シ
ャ
ペ

リ
さ
ん

(
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
パ
ー
ル
)
。
写
真
右

下
よ
り
、
松
田
耕
治
さ
ん
(
口
上
丁
・
ロ
ー
ゼ
)
、

呉
春
明
さ
ん

(
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
タ
グ
シ
「
)
、

藤
原
廣
法
さ
ん

(
イ
ナ
ハ
ラ
)
、
黒
田
育
宏
さ

ん

(
C
」
O
D
A
)
、
加
藤
良
治
さ
ん

(
加
藤

パ
ー
ル
)
、
川
崎
啓
一
さ
ん

(
関
西
学
院
)
。

こ
の
日
は
瀬
戸
本
淳
さ
ん
(
建
築
家
)
は
欠
席
。

会
で
は
ワ
イ
ン
を
片
手
に
、
プ
ロ
野
球
の

合
併
問
題
に
は
じ
ま
り
、
郵
便
局
の
民
営
化
〇
・
㌧

つ
い
に
は
ひ
げ
面
と
は
無
縁
だ
っ
た
青
春
時

代
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
ま
で
及
ぶ
。
気
が
つ
け

ば
午
後
1
 
0
時
を
回
り
、
空
の
ワ
イ
ン
ボ
ト
ル

が
転
が
っ
て
い
る
。

ひ
げ
ク
ラ
ブ
に
は
、
堅
苦
し
い
会
則
は
な
い
。

あ
る
と
す
れ
ば
、
7
晴
の
開
会
時
間
に
合
わ

な
け
れ
ば
5
0
0
円
の
罰
金
が
科
せ
ら
れ
る

こ
と
。
こ
れ
ら
の
お
金
は
積
み
立
て
ら
れ
て
、

年
末
の
ク
リ
ス
マ
ス
会
で
、
孤
児
た
ち
の
里

親
活
動
を
行
う
家
庭
養
護
促
進
協
会
に
寄
付

さ
れ
る
。
「
設
立
か
ら
初
年
、
見
た
目
は
み

ん
な
ふ
け
た
け
ど
、
気
持
ち
は
若
い
」
と
メ

ン
バ
ー
は
ロ
を
揃
え
る
。

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



宣5

K
F
S
「
 
O
月
マ
ン
ス
リ
ー

神
戸
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ソ
サ
エ
テ
ィ
は
、
昨

年
‖
月
に
5
0
同
年
詫
念
イ
ベ
ン
ト
「
美
し
い

街
で
美
し
い
仕
事
を
」
を
開
催
し
、
ひ
と
く

ぎ
り
を
つ
け
ま
し
た
。

そ
し
て
今
年
、
「
ク
チ
ュ
ー
ル
・
ア
ト
リ
エ
・

ア
ン
・
ア
ケ
ミ
」

オ
ー
ナ
ー
、
石
原
睦
美
氏

を
講
師
に
、
「
私
の
服
飾
り
、
パ
リ
サ
ン
デ
ィ

カ
ル
校
二
文
体
裁
断
研
修
7
回
目
を
終
え
て

̃
作
品
・
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
・
ス
ラ

イ
ド
を
ま
じ
え
て
̃
」
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

場
所
は
旧
居
留
地
「
カ
フ
ェ
・
ド
・
旧
居
留

地
十
五
番
館
」
に
て
。
素
敵
な
食
事
会
に
始

ま
り
、
石
原
先
生
の
仕
事
に
か
け
る
情
熱
と

バ
イ
タ
リ
テ
ィ
あ
ふ
れ
そ
れ
で
い
て
心
に
ジ

ン
と
響
く
お
話
…
。
こ
ん
な
パ
ワ
ー
が
あ
の

葦
奮
な
体
の
ど
こ
か
ら
出
て
く
る
の
か
ー
・
と

正
直
感
じ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
、

素
晴
ら
し
い
作
品
を
ご
紹
介
す
る
フ
ァ
ッ
シ

ョ
ン
シ
ョ
ー
で
は
実
際
に
石
原
先
生
の
お
客

様
が
モ
デ
ル
を
さ
れ
、
演
じ
る
方
も
、
見
る

方
も
、
心
お
き
な
く
楽
し
め
た
よ
う
に
思
い

ま
す
。
今
回
は
K
F
S
の
永
遠
の
テ
ー
マ
で

も
あ
る
、
「
美
し
い
街
で
美
し
い
仕
事
を
」
を

そ
の
ま
ま
表
現
し
た
マ
ン
ス
リ
ー
で
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
様
々
な
企
画
を
考
え
て
お
り

ま
す
の
で
、
皆
様
の
参
加
を
心
よ
り
願
っ
て

お
り
ま
す
。

(
K
F
S
会
長

村
岡
圭
)

園
問
合
せ
先

K
F
S
連
綿
場
所

神
戸
市
長
田
区
池
田
広
町
4
0
I
l

㈲
ラ
イ
ブ
ワ
ン
内

密
0
7
8
-
6
4
6
-
8
5
7
3
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アカカンガルーの赤ちゃんが生まれました
アカカンガルーの赤ちゃんは、生まれたときは1へ2cmくらい、それか

ら半年ほどで、お母さんのお腹の袋から顔を出します。

現在、王子動物園では、 2匹の赤ちゃんが、袋から出て活動をはじめました。

「赤ちゃんが袋に戻るときは、何か物音がしたときや、危険を感じたときなど

です。また、ミルクが欲しいときは、袋の中をのぞきこんで飲みます」と、

飼育員の藤井頼久さんのコメント。

アカカンガルーはオーストラリアの内陸部などに生息しています。

王子動物園ホームぺ-ジhttp:〃www.ojizoo.jp/
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臆神戸文学散歩

歌と物語の舞台
文・伊勢田史郎

(詩人)

熊内から布引へ

中西為子の歌碑を囲んで伊勢田史郎と柏木高さんいさご山を望む熊内八幡神社

製
品
よ
ぎ
り
の
ほ
れ
て
ち
ぬ
の
海
の

な
み
よ
り
出
ず
る
月
を
見
る
か
な

熊
内
八
幡
神
社
の
境
内
に
建
て
ら
れ

て
い
る
中
西
為
子
の
歌
碑
は
右
の
よ
う

に
詠
め
る
。
こ
の
辺
り
か
ら
一
望
で
き

る
大
阪
湾

(
ち
ぬ
の
海
)

の
眺
め
は
今

も
ま
た
美
し
い
。

中
西
家
は
代
々
熊
内
村

(
現
中
央
区

熊
内
町
)

の
庄
屋
で
、
為
子
の
父
重
之
、

祖
父
芳
之
と
も
に
勤
星
の
志
を
抱
い
て

い
た
。
天
誅
組
首
領
藤
本
鉄
石
、
同
総

裁
松
本
窒
堂
、
林
田
藩
儒
で
詩
人
・
国

学
者
の
河
野
鉄
兜
な
ど
多
く
の
志
士
が

出
入
り
し
た
。
邸
内
に
あ
っ
た
心
学
(
石

田
梅
岩
を
祖
と
す
る
実
践
婦
行
の
学
)

舎
「
童
蒙
教
訓
舎
」
は
、
幕
末
動
乱
期

に
は
「
香
学
庵
」
と
呼
ば
れ
る
勤
星
の

志
士
た
ち
の
溜
ま
り
場
に
な
っ
て
い
た
。

秋
も
は
や
末
葉
の
か
け
を
命
に
て
誰
待

つ
虫
の
露
に
な
く
ら
ん

(
鉄
兜
)

花
を
ま
つ
し
た
の
思
ひ
は
春
雨
の
長
き

つ
ら
ざ
を
打
ち
ま
ざ
れ
つ
つ

(
為
子
)

中
西
為
子
は
ひ
そ
か
に
河
野
鉄
兜
に

思
い
を
寄
せ
て
い
た
。
鉄
兜
も
ま
た
、

容
姿
端
麗
・
葺
合
の
今
小
町
と
い
わ
れ

和
歌
・
国
学
に
精
通
、
一
級
琴
も
弾
く

為
子
を
、
憎
か
ら
ず
思
っ
て
い
た
で
あ

ろ
う
。
詠
革
十
首
を
贈
っ
て
い
る
。
し
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か
し
鉄
兜
に
は
、
す
で
に
妻
子
が
あ
り
、

恋
は
精
神
的
な
も
の
に
終
わ
っ
て
し
ま

っ
た
。

明
治
維
新
後
、
兵
庫
県
令
・
伊
藤
博

文
は
じ
め
多
く
の
人
び
と
が
為
子
に
和

歌
を
学
ん
だ
。
し
か
し
、
美
人
薄
命
、

彼
女
は
三
十
歳
の
若
さ
で
幽
明
界
を
異

に
し
た
。
ま
た
好
漢
鉄
兜
も
林
田

(
現

姫
路
市
)

の
自
宅
で
病
没
し
た
が
、
享

年
四
十
三
歳
。
短
い
生
涯
で
あ
っ
た
。

熊
内
一
帯
は
、
明
治
か
ら
大
正
、
昭

和
の
は
じ
め
頃
ま
で
は
、
閑
静
な
高
級

住
宅
地
で
あ
っ
た
。
中
川
与
一
が
小
説

「
天
の
夕
顔
」

の
舞
台
に
し
た
の
も
何

と
な
く
分
か
る
気
が
す
る
。
天
体
物
理

学
を
専
攻
す
る
竜
口
と
い
う
学
生
が
、

あ
き
子
と
い
う
人
妻
と
相
思
の
仲
に
な

る
の
だ
が
、
一
度
だ
け
の
唇
の
触
れ
あ

い
以
外
は
、
二
人
は
ス
ト
イ
ッ
ク
な
態

度
に
終
始
す
る
。
最
後
に
結
ば
れ
る
か

と
思
う
の
だ
が
、
そ
の
前
日
、
あ
き
子

は
病
没
し
て
し
ま
う
。
竜
口
は
、
〃
あ

の
人
が
か
つ
て
摘
ん
だ
夕
顔
の
花
を
〃

〃
あ
の
人
の
い
る
天
に
向
か
っ
て
〃

〃
花

火
と
し
て
打
ち
あ
げ
る
〃

こ
と
が
、
あ

き
子
と
消
息
す
る
方
法
な
の
だ
、
と
考

①重文の多重磐が美しい徳光院の境内

②大皿山徳光院の石段でひと息

③久坂葉子の眠る基地の観音菩薩を囲んで

え
、
ま
た
、
一
瞬
に
し
て
、
そ
の
打
ち

あ
げ
た
花
火
が
、
青
く
暗
い
夜
空
に
消

え
て
い
っ
て
も
、
〃
あ
の
人
が
掴
み
取

っ
た
の
だ
と
考
え
〃

〃
自
分
の
喜
び
と

す
る
〃
と
い
う
の
で
あ
る
。

こ
の
小
説
は
昭
和
十
三
年
に
発
表
さ

れ
た
が
、
ア
ル
べ
1
ル
・
カ
ミ
ュ
は
「
毅

然
と
し
て
し
か
も
慎
み
深
い
」
な
ど
と

絶
賛
。
日
本
で
よ
り
も
、
仏
・
独
・
英

・
中
な
ど
で
ベ
ス
ト
セ
ラ
1
に
な
っ
て

い
る
。

あ
き
子
と
竜
口
、
そ
し
て
為
子
と
鉄

兜
。
こ
の
二
組
の
ス
ト
イ
ッ
ク
な
変
の

か
た
ち
を
、
そ
の
哀
切
さ
の
も
つ
美
の

意
味
を
考
え
な
が
ら
、
徳
光
院
へ
の
坂

道
を
上
っ
て
い
っ
た
。

天
折
の
才
媛
の
奥
つ
城

大
国
山
徳
光
院
は
、
布
引
山
瀧
勝
寺

の
跡
地
に
川
崎
正
蔵

(
川
崎
造
船
所
=

現
川
崎
重
工
業
の
創
始
者
)

が
明
治
三

十
九
年
に
創
建
し
た
臨
済
宗
天
龍
寺
派

の
禅
院
で
あ
る
。
禅
道
場
で
あ
る
と
と

三雲葦強
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も
に
川
崎
家
の
菩
提
寺
で
も
あ
る
。

〃
い
さ
ご
の
山
の
神
に
あ
る
と
い
ふ
布

引
の
瀧
見
に
の
ぼ
ら
ん
と
い
ひ
て
…
〃

在
原
業
平
や
行
平
な
ど
が
瀧
見
に
の
ぼ

っ
て
行
っ
た
、
と

『
伊
勢
物
語
』

に
あ

る
が
、
そ
の
砂
子
山
の
北
の
幽
選
の
地

に
徳
光
院
は
所
在
す
る
。
守
成
に
は
垂

水
区
名
谷
の
名
王
寺
か
ら
移
築
さ
れ
た

多
宝
塔
(
重
文
・
室
町
中
期
)
は
じ
め
本

堂
、
庫
裡
、
山
門
、
鐘
楼
な
ど
由
緒
あ

る
伽
藍
が
移
築
、
あ
る
い
は
建
立
さ
れ

て
よ
く
輪
実
の
美
が
調
え
ら
れ
て
い
る
。

生田川の源流、日本三大神滝の-布引の雄滝

納
骨
堂
を
守
護
す
る
よ
う

に
、
そ
の
上
に
観
世
音
菩
薩

が
立
っ
て
お
ら
れ
、
愁
い
を

含
ん
だ
日
差
し
を
、
境
内
を

散
策
し
て
い
る
作
家
の
柏
木

薫
さ
ん
や
私
の
方
に
送
っ
て

こ
ら
れ
る
。
柏
木
さ
ん
は
、

こ
こ
に
眠
っ
て
い
る
久
坂
葉

子

(
川
崎
澄
子
)

の
研
究
家

で
も
あ
る
。
久
坂
菓
子
は
富

士
正
晴
主
宰
の

「
V
I
K
I

N
G
」
同
人
で
あ
り
、
昭
和

二
十
五
年
、
『
ド
ミ
ノ
の
お

告
げ
』

で
芥
川
賞
候
補
に
な

っ
た
才
媛
で
あ
る
。
昭
和
二

十
七
年
の
大
晦
日
、
阪
急
電

行平も愛した布引の滝(雌)

鉄
六
甲
駅
で
飛
び
込
み
自
殺
を
し
た
。

書
く
こ
と
に
行
き
詰
っ
て
い
た
。
と
か
、

背
後
に
恋
愛
問
題
が
あ
っ
た
。
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
憶
測
が
流
れ
た
が
、
い
ず

れ
に
し
て
も
惜
し
い
二
十
一
歳
の
天
折

で
あ
っ
た
。

柏
木
さ
ん
は
、
彼
女
の
日
記
の
す
み

ず
み
ま
で
目
を
通
し
て
い
て
、
坂
本
真

三
君
や
私
な
ど
と
の
交
流
に
つ
い
て
も
、

若
干
話
題
に
な
っ
た
り
し
た
。
〃
背
後

に
光
芋
を
ひ
い
て
飛
び
去
っ
た
一
個
の

園
園
田

鵬
緯

三十六歌仙の句碑をた
づねる伊勢田さん
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後鳥羽院の句碑

風情のある句碑があちこちに

一番最初の句碑は藤原定家

流
星
〃
と
井
上
靖
は
彼
女
を
許
し
た
が
、

私
の
想
念
の
な
か
に
は
、
そ
の
光
の
穂

先
が
鋭
く
残
っ
て
い
る
。

別
れ
と
死
-
愛
の
か
た
ち

布
引
の
雄
滝
の
前
の
狭
衣
橋
。
山
か

ら
降
り
て
き
た
ハ
イ
カ
ー
た
ち
は
、
そ

の
瀧
の
水
量
の
豊
か
な
、
豪
君
た
る
風

情
を
、
た
だ
浩
然
と
眺
め
て
い
た
。
『
伊

勢
物
語
』
に
、
在
原
行
平
は
こ
こ
で

"
和

が
世
を
ば
今
日
か
明
日
か
と
待
つ
甲
斐

の
涙
の
瀧
と
何
れ
高
け
ん
"
と
詠
ん
だ

西村屋熊内茶寮で丹波栗のカステラを味合う伊勢田さん

と
あ
る
。
こ
の
歌
の
解
釈
の
一
つ
に
、

行
平
は
須
磨
の
配
流
を
許
さ
れ
て
都
に

帰
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
彼
が
愛
し
た

汐
汲
み
の
姉
妹
、
松
風
・
村
雨
と
別
れ

ね
ば
な
ら
ず
、
そ
の
悲
し
み
を
詠
ん
だ

も
の
で
、
涙
は
腰
掛
け
て
い
た
石
を
濡

ら
し
、
そ
の
跡
は
「
涙
」
と
い
う
文
字

に
な
っ
た
、
と
い
う
。

布
引
は
生
田
川
の
源
流
だ
が
、
こ
こ

に
も
、
二
人
の
男
に
言
い
寄
ら
れ
、
身

う
ご
き
な
ら
ず
入
水
す
る
請
嫌
振
舞
の

悲
し
い
物
語

(
謡
曲
『
求
塚
≒
.
『
大
和

物
語
』
、
『
万
葉
集
』
、
森
鴎
外
の
戯
曲

『
生
田
川
』
)

か
た
ゆ
た
う
て
い
る
。

熊
内
か
ら
布
引
、
生
田
川
の
周
辺
に

は
、
重
層
的
に
歴
史
と
伝
承
が
眠
っ
て

い
て
、
時
を
超
え
て
、
深
く
て
豊
か
な
、

愛
と
死
、
喜
び
と
悲
し
み
の
姿
を
伝
え

て
く
れ
る
。

撮
影
/
池
田
年
夫

23
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「
生
ま
れ
育
っ
た

神
戸
の
衛
を

速
読
テ
レ
ビ
小
説

24

緑
い
っ
ぱ
い
に
し
た
い
ー
」

NHK朝の連続テレビ小説「わかは」の諮者会見風景。神戸と宮崎のローカル色豊かに繰り広げられる。震災で傷ついた家族が、宮崎から神戸へ。

笑いあり涙あり、人情味あふれる物語をさわやかに措いた。ヒロインの若菜役の原田夏希さんの可愛くパワフルな姿か高二茂る

「
好
き
な
花
は
な
ん
で
す
か
?
」

「
ひ
ま
わ
り
デ
ス
」

と
、
N
H
K
連
続
テ
レ
ビ
小
説
「
わ
か

ぼ
」

の
ヒ
ロ
イ
ン
原
田
夏
希
さ
ん

(
高

原
若
葉
役
)

は
、
大
き
な
瞳
を
輝
か
せ

て
答
え
た
。

同
月
1
2
日
の
朝
、
神
戸

市
役
所
で
開
か
れ
た
「
わ
か
ば
」
。
い

よ
い
よ
舞
台
は
神
戸
へ
。
の
タ
イ
ト
ル

の
も
と
、
若
葉
役
の
原
田
夏
希
さ
ん
、

東
ち
づ
る
さ
ん
、
石
本
興
司
さ
ん
、
そ

し
て
制
作
統
括
の
小
林
千
洋
さ
ん
の
4

人
が
出
席
し
た
試
写
会
と
記
者
会
見
が

始
ま
っ
た
。

福
山
雅
浩
さ
ん
が
歌
う
主
題
歌
「
泣

い
た
り
し
な
い
で
」

(
作
詞
・
作
曲
/

福
山
雅
浩
)

は
、
優
し
く
、
さ
わ
や
か
だ
。

小
林
さ
ん
は
「
い
よ
い
よ
ヒ
ロ
イ
ン

わ
か
ば
が
、
震
災
で
亡
く
な
っ
た
父
の

志
を
継
ぎ
、
造
園
家
と
し
て
神
戸
で
懸

命
に
生
き
る
姿
を
描
い
て
い
ま
す
。
宮

崎
と
神
戸
の
シ
ー
ン
を
て
ん
こ
盛
り
に

し
た
映
像
が
映
り
ま
す
の
で
ぜ
ひ
ご
覧

下
さ
い
」
と
。

若
葉
役
の
原
田
さ
ん
は

「
チ
ア
リ
ー
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/

十
・
-
、
l
、

ダ
ー
や
造
園
家
な
ど
初
め
て
の
役
づ
く

り
な
の
で
、
一
生
懸
命
や
っ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
」
と
、
映
像
よ
り
さ
ら

に
可
愛
い
い
素
顔
が
印
象
的
。

束
ち
づ
る
さ
ん
は
「
祁
戸
は
震
災
復

興
の
た
め
に
レ
イ
ン
ボ
ー
ハ
ウ
ス
に
協

力
し
た
り
、
い
ろ
い
ろ
と
思
い
出
深
く
、

明
る
い
震
災
復
興
を
表
現
し
た
い
」
。

中
国
へ
旅
立
つ
前
に
と
現
れ
た
矢
田

神
戸
市
長
は
、
出
演
者
と
握
手
を
し
つ

つ

「
震
災
か
ら
1
0
年
、
復
興
し
た
神
戸

の
街
を
舞
台
に
ド
ラ
マ
が
繰
り
広
げ
ら

れ
る
の
で
、
こ
れ
か
ら
は
観
光
K
O
B

E
を
全
国
に
ア
ピ
ー
ル
し
た
い
」
と
。

25
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K
〇
円
巾
S
『
〇
十

26

鮮
や
か
な
赤
レ
ン
ガ
に
、
堂
々
と
そ
び
え
建
つ

日
本
キ
リ
ス
ト
教
団
「
神
戸
栄
光
教
会
」
が
、

美
し
く
よ
み
が
え
る

「
赤
レ
ン
ガ
の
教
会
」
と
し

て
親
し
ま
れ
て
き
た
神
戸
栄
光

教
会
。
米
国
人
宣
教
師
が
1
8

8
6
年
に
設
立
し
た
教
会
を
移

築
す
る
形
で
、
1
9
2
3
年
に

現
在
の
兵
庫
県
庁
前
に
。
1
9

0
2
年
に
建
造
さ
れ
た
フ
ラ
ン

ス
・
ル
ネ
サ
ン
ス
様
式
の
県
公

館
と
共
に
、
兵
庫
県
の
遺
産
と

i

-

\
一

一

当
年
五
㌦
品

9月30日に、倒壊前とほぼ同じ姿でよみがえった「神戸栄光教会」 。撮影/米田英男

し
て
知
ら
れ
て
い
た
。
神
戸
空

襲
も
免
れ
た
、
こ
の
歴
史
的
な

建
造
物
も
淡
路
大
震
災
で
全
壊

し
た
。

再
建
ま
で
の
道
の
り
は
、
決

し
て
平
坦
な
も
の
で
は
な
か
っ

た
。
資
金
的
な
面
が
大
き
か
っ

た
が
、
市
民
の
後
押
し
も
あ
り
、

結
果
的
に
国
内
外
か
ら
約
9
億

円
も
の
寄
付
が
寄
せ
ら
れ
、
再

建
の
目
途
が
た
っ
た
の
は
2
年

前
と
い
う
。

9
月
0
0
日
、
震
災
か
ら
1
0
年

を
前
に
、
倒
壊
前
の
姿
か
と
ほ

ぼ
同
じ
神
戸
栄
光
教
会
が
完
成

し
た
。
赤
レ
ン
ガ
に
、
堂
々
と

そ
び
え
建
つ
約
側
メ
ー
ト
ル
の

鐘
楼
。
外
観
を
見
て
い
る
と
、

震
災
前
に
あ
っ
た
教
会
と
見
違

え
て
し
ま
う
ほ
ど
だ
。
教
会
が

も
つ
神
聖
さ
、
格
調
の
高
さ
を

建
物
全
体
で
表
現
し
て
い
る
。

待
ち
望
ん
だ
信
者
だ
け
で
な
く
、

神
戸
市
民
が
誇
り
に
感
じ
る
よ

う
な
建
造
物
だ
。

教
会
内
は
、
震
災
前
は
二
階

に
あ
っ
た
礼
拝
堂
を
一
階
に
移

す
な
ど
バ
リ
ア
フ
リ
ー
に
配
慮
。

念
願
の
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
も
設

置
さ
れ
た
。

的
月
1
0
日
、
完
成
後
発
の
礼

拝
が
行
わ
れ
た
。
u
月
2
3
日
に

は
、
教
会
を
一
般
公
開
す
る
献

堂
式
が
行
わ
れ
る
。
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K
0
口
調
S
『
〇
十

坂
道
に
ク
ラ
フ
ト
マ
ン
た
ち
の
心
意
気
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①苔盆/宮崎早苗さん ②C&○/片桐卓さん弓さん ③ハワイアンキルト/坂田智佳子さん ④ミニチュアドールハウス/大野せつさん ⑤オープニングを飾るバグパイプ

⑥新谷英子さんのコーチでコマづくり ⑦天窓/戸高車さん ⑧スペイン陶芸のブースも ⑨仮面/村上美穂さん ⑲ステンドグラス/栗林静子

台
風
2
2
号
が
直
撃
す
る
と
の

情
報
に
1
0
月
9
日

(
土
)
、
1
0
日

(
日
)

の
ト
ア
ロ
ー
ド
ク
ラ
フ

ト
ア
ー
ト
フ
ェ
ア
は
、
第
8
回

目
を
迎
え
て
初
め
て
順
延
と
な

っ
た
。
お
陰
さ
ま
で
、
1
6
日
(
土
)
、

1
7
日

(
日
)

は
、
さ
わ
や
か
な

秋
晴
れ
。

今
年
は
N
H
K
神
戸
新
放
送

会
館
の
完
成
も
あ
り
、
「
帰
っ

て
き
ま
し
た
」
と
原
口
洋
一
局

長
。
バ
グ
パ
イ
プ
演
奏
隊
も
駆

け
つ
け
、
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
。
4
8

ブ
ー
ス
の
内
4
ブ
ー
ス
が
欠
席

し
た
が
、
初
参
加
の
ブ
ー
ス
も

多
く
楽
し
い
ム
ー
ド
に
包
ま
れ

た
。体

験
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
バ
ク

さ
ん
の
ガ
ラ
ス
工
房
や
、
大
野

せ
つ
さ
ん
の
ミ
ニ
チ
ュ
ア
ド
ー

ル
ハ
ウ
ス
体
験
と
、
冬
ツ
ナ
・

ミ
ニ
チ
ュ
ア
が
人
気
を
集
め
た
。

ま
た
、
新
谷
英
子
先
生
と
祁
戸

女
子
短
期
大
学
の
学
生
に
よ
る

「
手
づ
く
り
ゴ
マ
で
遊
ぼ
う
」

は
子
供
達
も
真
剣
。

今
年
は
、
さ
ん
セ
ン
タ
ー
プ

ラ
ザ
の
会
議
室
で
の
懇
親
会
も
。

約
5
0
名
が
集
っ
て
、
ブ
ー
ス
デ

ザ
イ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
の
発
表
が
。

3
位
は
ハ
ワ
イ
ア
ン
キ
ル
ト
の

坂
田
智
佳
子
さ
ん
、
2
位
は
C

&
Q
の
片
桐
卓
さ
ん
と
弓
さ
ん

兄
弟
へ
。
吹
き
ガ
ラ
ス
と
ボ
ル

ト
マ
ン
の
コ
ン
ビ
が
良
か
っ
た
。

1
位
は
初
参
加
の
苔
盆
の
宮
崎

早
苗
さ
ん
が
選
ば
れ
た
。
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ファッションは平和からの使者、自由のシンボルです
創業者川上勉さんに聞く

拝
誠
∵
i

卜
.
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今
年
9
月
に
創
業
5
0
周
年
を
迎
え
た
(
株
)
オ
ー
ル
ス
タ
イ

ル
総
本
社
・
創
業
者
で
あ
る
川
上
勉
さ
ん
は
、
「
ボ
ー
ト
ピ
ア

知
」
の
提
唱
を
は
じ
め
、
「
9
7
0
̃
8
0
年
代
の
、
神
戸

の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
業
界
の
発
展
期
に
、
業
界
の
ま
と
め
役
と
し

て
活
躍
し
た
。
明
る
い
川
上
節
で
、
創
業
5
0
周
年
へ
の
感
慨
、

神
戸
へ
の
思
い
を
語
っ
て
い
た
だ
い
た
。

(
イ
ン
タ
ビ
ュ
ア
ー
/
小
泉
美
喜
子
・
撮
影
/
菊
池
満
)

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
都
市
神
戸
の
神
殿
「
モ
ー
ド
ピ
ア
」

I
(
株
)

オ
ー
ル
ス
タ
イ
ル
総
本
社
の
社
屋

の
「
モ
ー
ド
ピ
ア
」
と
い
う
名
前
に
は
、
ど
の

よ
う
な
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
の
で
す
か
。

「
モ
ー
ド
ピ
ア
」

は
、
モ
ー
ド
と
ユ
ー
ト
ピ

ア
を
組
み
合
わ
せ
て
、
モ
ー
ド
発
祥
の
ユ
ー
ト

ピ
ア
、
と
い
う
意
味
を
込
め
ま
し
た
。
こ
こ
が

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
都
市
神
戸
の
神
殿
と
い
う
思
い

で
創
っ
た
の
で
す
。
た
く
さ
ん
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
企
業
、
生
活
文
化
を
創
造
す
る
企
業
が
集
ま
っ

た
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
タ
ウ

ン
…
私
の
言
う
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
都
市
神
戸
と
い

う
の
は
、
こ
の
よ
う
な
街
の
こ
と
を
指
す
の
で

す
。
そ
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
タ
ウ
ン
の
核
と
な
る

建
物
"
神
殿
〃
を
創
っ
た
の
で
す
よ
。
神
殿
と

い
う
こ
と
で
、
彫
刻
家
・
新
谷
霧
紀
さ
ん
の
、

エ
バ
と
ヴ
ィ
ツ
ト
リ
ア
な
ど
女
神
像
9
体
と
ア

ダ
モ
の
男
神
像
を
配
し
ま
し
た
。
新
谷
さ
ん
と

は
ワ
イ
ン
を
飲
み
な
が
ら
、
一
晩
中
話
し
合
っ

た
こ
と
も
何
回
か
あ
り
ま
し
た
。

-
-
」
の

"
神
殿
〃
が
完
成
し
た
と
き
は
ど
う

で
し
た
か
。

す
ご
く
嬉
し
か
っ
た
で
す
。
と
い
う
の
は
、

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
タ
ウ
ン
構
想
が
進
行
す
る
途
中

で
石
油
シ
ョ
ッ
ク
が
あ
り
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
タ

ウ
ン
構
想
に
参
加
し
て
い
た
同
志
た
ち
が
ど
ん

ど
ん
出
て
い
っ
て
し
ま
い
、
そ
の
う
ち
ぺ
ん
ぺ

ん
草
が
生
え
ま
す
よ
と
言
わ
れ
た
と
き
も
あ
り

ま
し
た
。
そ
ん
な
折
り
に
、
摩
耶
山
に
ハ
イ
キ

ン
グ
に
行
き
、
帰
り
の
ロ
ー
プ
ウ
エ
ー
の
中
で
、

音
声
ガ
イ
ド
が
流
れ
た
の
で
す
。
「
ご
ら
ん
く

だ
さ
い
、
神
戸
市
で
は
今
、
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン

ド
を
造
成
し
て
い
ま
す
。
そ
の
中
心
部
に
は
、

神
戸
の
文
化
、
日
本
の
文
化
を
リ
ー
ド
す
る
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
の
街
が
で
き
る
の
で
す
」
と
。
そ
の
発

案
者
で
あ
っ
た
私
は
手
の
ひ
ら
に
汗
を
か
き
ま

し
て
、
こ
れ
は
な
ん
と
し
て
も
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

タ
ウ
ン
を
創
り
あ
げ
て
、
神
戸
1
0
0
年
の
傑

作
と
い
う
も
の
に
し
な
け
れ
ば
と
、
再
決
心
し

た
の
で
す
。

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
は
平
和
よ
り
の
使
者

-
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
タ
ウ
ン
に
先
駆
け
て
、
ポ
ー

ト
ア
イ
ラ
ン
ド
で
は
「
ボ
ー
ト
ピ
ア
重
8
1
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
都
市
づ
く
り
構
想
の
実
現
に

向
け
て
、
商
工
会
議
所
が
派
遣
し
た
「
欧
州
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
都
市
調
査
団
」

(
昭
和
4
9
年
)

に
参
加

し
、
そ
の
報
告
会
で
私
が
「
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン

ド
完
成
を
機
に
、
世
界
生
活
文
化
博
覧
会
を
計

画
し
て
は
ど
う
か
」
と
提
案
し
た
の
が
始
ま
り

で
し
た
。
経
済
が
発
展
す
る
時
代
の
次
は
、
文

化
の
発
展
が
来
る
。
薫
り
高
い
文
化
を
生
み
育

29
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は
、
神
戸
の
産
業
の
中
心
は
、
港
湾
、

造
船
、
製
鉄
業
な
ど
で
し
た
が
、
公
害

を
ど
の
問
題
が
起
き
て
鉄
鋼
業
界
が
大

変
な
と
き
で
、
そ
れ
ら
が
復
活
す
る
ま

で
、
新
た
な
産
業
を
育
成
し
な
け
れ
ば

と
、
当
時
の
神
戸
市
長
で
あ
ら
れ
た
宮

崎
辰
雄
さ
ん
は
お
考
え
で
し
た
。
そ
こ

に
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
が
来
た
。
宮
崎
さ
ん

と
お
会
い
し
た
と
き
に

「
川
上
さ
ん
、

あ
な
た
は
大
き
な
風
呂
敷
き
を
広
げ
ら

れ
た
。
し
か
し
ま
だ
実
績
が
な
い
。
こ

れ
か
ら
は
実
績
を
つ
く
る
こ
と
が
大
切

で
す
か
ら
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
都
市
づ
く

30

て
き
た
日
本
を
、
世
界
に
売
り
こ
む
べ
き
で
あ

る
。
そ
れ
を
リ
ー
ド
す
る
の
が
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

都
市
神
戸
で
あ
り
、
そ
の
中
心
が
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
タ
ウ
ン
で
あ
り
、
そ
の
起
爆
薬
と
な
る
の
が

文
化
博
で
あ
る
と
、
提
案
し
た
の
で
す
。
当
初

は
む
ず
か
し
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
神

戸
新
聞
の
専
務
で
あ
っ
た
畑
専
一
郎
さ
ん
が
電

話
を
か
け
て
き
ま
し
て
、
当
時
の
通
産
大
臣
に

就
任
さ
れ
た
河
本
敏
夫
さ
ん
が
里
帰
り
に
来
ら

れ
る
の
で
、
こ
の
世
界
生
活
文
化
博
覧
会
の
こ

と
を
ぜ
ひ
提
案
し
た
い
と
言
わ
れ
た
の
で
す
。

そ
の
こ
と
が
神
戸
新
聞
の
1
面
と
6
面
に
大
き

く
出
ま
し
て
、
「
ボ
ー
ト
ピ
ア
親
」

の
開
催
が

実
現
し
ま
し
た
。
そ
し
て
こ
の
博
覧
会
の
開
催

が
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
タ
ウ
ン
建
設
の
進
展
、
フ

ァ
ッ
シ
ョ
ン
都
市
神
戸
づ
く
り
に
大
き
な
イ
ン

パ
ク
ト
を
与
え
た
の
で
す
。

神
戸
が
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
都
市
宣
言
を
す
る
前

り
に
向
け
て
私
も
応
接
し
ま
し
ょ
う
」
と
言
わ

れ
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
都
市

づ
く
り
を
神
戸
新
聞
が
と
り
あ
げ
、
そ
し
て
月

刊
神
戸
っ
子
で
も
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の
一
大
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
を
張
り
、
最
後
は
小
学
校
で
も
フ
ァ

ッ
シ
ョ
ン
を
取
り
上
げ
た
。
官
・
産
・
学
・
文
・

民
す
べ
て
が
参
加
し
た
の
で
す
。
こ
れ
は
、
新

聞
等
の
報
道
に
よ
っ
て
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
都
市

の
イ
メ
ー
ジ
が
高
ま
り
、
心
が
踊
り
、
盛
り
上

っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
ね
。
現
在
、
ア
ジ
ア
フ

ァ
ッ
シ
ョ
ン
協
会
づ
く
り
な
ど
、
世
界
に
広
が

っ
て
い
る
動
き
の
波
の
震
源
が
、
こ
の
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
都
市
神
戸
づ
く
り
な
の
で
す
。
神
戸
は
、

平
清
盛
の
時
代
か
ら
、
世
界
に
向
か
っ
て
門
戸

を
開
き
、
発
信
し
て
、
受
信
す
る
街
と
し
て
活

き
て
い
く
と
い
う
こ
と
を
運
命
づ
け
ら
れ
て
い

る
と
思
う
。
そ
う
い
う
土
壌
が
あ
る
と
い
う
こ

と
を
、
忘
れ
た
ら
あ
か
ん
と
思
い
ま
す
ね
。
世
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の
中
に
平
和
が
あ
る
と
き
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
は

自
由
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
り
、
文
化
の
バ
ロ
メ
1

根
を
お
ろ
す
。
自
由
が
あ
る
と
き
、
花
開
く
。

ク
ー
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
よ
り
高

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
は
平
和
よ
り
の
使
者
で
あ
り
、

い
芸
術
に
つ
な
が
っ
て
い
く
も
の
で
す
。
そ
れ

オ
ー
ル
ス
タ
イ
ル
総
本
社
の
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
ガ
ー
デ
ン
に
て

▲
「

ま
で
は
、
衣
服
だ
け
に
限
定
さ
れ
た
も

の
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
人

の
心
を
よ
り
す
こ
や
か
に
、
よ
り
幸
せ

に
す
る
仕
事
は
す
べ
て
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

産
業
だ
と
、
私
は
考
え
た
の
で
す
。

1
来
年
は
震
災
1
 
0
年
を
迎
え
ま
す
ね
。

震
災
は
大
変
な
こ
と
で
し
た
。
復
興

も
大
変
な
こ
と
で
し
た
。
け
れ
ど
、
そ

盤
観
彊
詔
か
謹
蕗
罷

る
か
と
い
え
ば
、
全
然
ち
が
う
と
思
う

の
で
す
。
そ
れ
を
バ
ネ
に
し
て
立
ち
上

が
る
こ
と
が
回
向
に
な
る
。
生
き
残
っ

た
人
々
が
、
あ
な
た
た
ち
の
分
も
が
ん

ば
っ
て
い
ま
す
と
、
立
ち
上
が
っ
て
い

く
こ
と
が
な
お
大
切
な
こ
と
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。

神
戸
は
天
下
の
良
港
で
、
ハ
イ
カ
ラ

神
戸
と
い
う
個
性
、
エ
キ
ゾ
チ
ッ
ク
な

お
し
ゃ
れ
の
街
・
神
戸
と
い
う
イ
メ
ー

ジ
は
無
傷
で
す
。
大
自
然
の
哲
理
を
踏

ま
え
、
神
戸
の
特
色
を
生
か
し
、
神
戸

の
個
性
、
イ
メ
ー
ジ
に
磨
き
を
か
け
て

発
展
と
飛
躍
に
取
り
組
む
こ
と
が
、
神

戸
を
本
拠
地
に
活
躍
す
る
者
に
と
っ
て

の
使
命
で
す
。
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